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平成 29年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

ニュースバルの装置群 ～電子を運ぶ仕組み・光を運ぶ仕組み～ 

日 程: 平成 29年 9月 21日（木） 

受講者数: ４名 

会 場：ニュースバル放射光施設 

講 師: 神田 一浩 

放射光施設では電子から発する高エネルギーの光を用いて、様々な分析や加工を行っています。ニュー

スバルにはそのために電子や光を運ぶ様々な装置群が揃っています。本講座では、リングトンネル開放

期間を利用して、放射線管理区域内にあるため中々目に触れることのできないこれらの装置について、

易しく説明した上で実際の装置を紹介しました。 

放射光は高エネルギー・高輝度・連続性・高指向性を持った優れた光源であり、材料分析・微細加工

の光源として、現在のナノテクノロジーを支えています。放射光の発生源は光速近くまで加速された電

子で、電子が電磁場によって曲がるときに放射光を発生し、その発生原理から高指向性・連続性・偏光

性などが保証されます。電子を加速・収束させるためには偏向電磁石・四重極電磁石など様々な電磁石

を用います。また、電子は光速で運動するために電子の走るリング内は排気装置によって超高真空に保

つ必要があります。 

 電子から発生した放射光を実験装置にまで導く装置はビームラインと言われます。ニュースバルの軟

X線領域の光は、物質を全く透過しないために、レンズなどを用いることができず、光の経路はすべて

ミラーを使った反射光学系を利用することになります。分光分析に必要な分光器もエネルギーの高い軟

X線領域で用いるためにラミナー型の回折格子分光器や二結晶分光器が用いられます。高性能ビームラ

インを用いることで先端材料の分析・加工を行って産業技術の高度化に役立っています。 

 


